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　1984年。米国・コロラド州デンバーにある大学病院での回診風景。
私の研修中のお話です。原因不明の間質性肺炎の末期で人工呼吸中
の患者さんに関して、指導医のトーマス・ペティ先生が、「もう人工呼吸
器を外しましょう」と指示。「そんな無茶な。死んでしまいますよ」と
抵抗する担当研修医。「この方と私との約束なのですよ。もう助から
ないとわかったら、人工呼吸器を外そうというのは。今がそのタイミング
です。勇気を奮って抜管しなさい。患者さんの手を握り続けることも、
なお私達にはできるのですよ」とペティ先生。

　臨床呼吸器病学の世界的権威のペティ先生の箴言の一つに、次が
あります。「Patient cries, family cries, nurses cry, and doctors cry.

（患者が泣き、家族が泣き、看護師が泣き、そして医者も泣く）」。 翻って
日本における延命治療の中止の課題にも触れたいところですが、今回
焦点を当てたいのはタッチ（触れ合い・スキンシップ）について。先の
米国での光景に手袋は似合わないですよね。ついでにマスクもガウンも。

　まもなくコロナは５類感染症に格下げされます。少しずつでしょうが、
日本の看護・介護の現場にも素手のタッチやclosenessやintimacyが
蘇ってくるのが楽しみです。
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4・5月 行事予定表
4月 10日  都をどり鑑賞
  11日  消防訓練

5月 10日  交通安全教室
 17日  ホームカミングデー

　1月11日から12日間、2年生の老年看護学実習Ⅰがありました。
コロナ禍以降久しぶりの施設実習で、洛和会ヘルスケアシステムの
病院や施設で老年期にある方と関わり、老年観を深める実習となり
ました。新型コロナウイルス感染症拡大や、大雪の影響もありまし
たが、関連施設のご協力により、多くのことを学びました。

老年看護学実習Ⅰ

※洛和会京都厚生学校では、新型コロナウイルス感染症予防のため学生・教員のマスク着用を徹底しております。本誌の撮影にあたっては予防策を徹底した上で、一時的にマスクを外しました。

※日程は変更になる場合もあります

　患者さんと接する中で老年期特有の病気や
障害に対する看護を学び、それらと共に生きる
患者さんのこれまでの人生の歩みや価値観
を知ることができました。患者さんの望みや
強みがどこにあるのか、「老いる」とはどういう
ことなのか、考えさせられた実習でした。

2-B  山中 未菜
やまなか み な
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3年ぶりに謝恩会も開催されました

場所：ホテルオークラ京都（京都市中京区）

令和４年度 卒業式 3月3日

　皆さん本日はおめでとうございます。3年前に新型コロナウイルス感染症が発生し
卒業式や入学式を中止する方向で話を進めておりましたが、私の意向で卒業式だけ
は何としても行いたいと言い、ずっと実施しています。皆さんにとって卒業式はこれが
最後だと思います。私が一つ言いたいのは、学生時代の友だちは大事にしてほしいと
いうことです。社会人になってから付き合う方は、名字しか知らないということもよく
あります。下の名前まで知っている親しい関係が築けるのは学生までだと思います。

　今日は3月3日です。古代中国では奇数のゾロ目の日は縁起が良い日だといわれてい
ます。本日は久しぶりに謝恩会も開催されますので楽しんでください。この3年間思う
ように授業や実習ができないなど、つらいことも多かったですが頑張ってくれたこと
本当にうれしく思います。

祝辞

理事長賞

Model Student賞

学校長賞 同窓会長賞

皆勤賞

看護学科 濵田 杏海
はまだ あ　み

助産学科 山脇 彩未
やまわき あやみ

助産学科 髙井 美玲
たかい みれい

助産学科 野村 あゆみ
のむら

看護学科 森 綾子
もり あやこ

看護学科 小嶋 彩菜
こじま あやは

看護学科 坪井 紀子
つぼい のりこ

助産学科 濱口 昌加
はまぐち しょうか

助産学科 安部 円馨
あ　べ まどか

看護学科 井上 雅菜
いのうえ わかな

看護学科 増田 璃桜
ますだ り　お

誓
い
の
こ
と
ば

　厳
し
い
寒
さ
を
残
し
つ
つ
も
、柔
ら
か
な
日
差
し
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。本
日
は
私
た
ち
看
護
学
科
、助
産
学
科
の
卒
業
生
の
た
め
に
晴
れ
や
か
な
式
を

挙
行
し
て
い
た
だ
き
、卒
業
生
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　振
り
返
れ
ば
、入
学
当
初
二
〇
二
〇
年
四
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
の
三
年
間
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。

学
校
で
の
対
面
授
業
や
病
棟
実
習
が
思
う
よ
う
に
実
施
で
き
な
い
日
々
が
続
き
、正
直
不
安
も

大
き
か
っ
た
で
す
。ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
慣
れ
な
い
専
門
用
語
や
看
護
技
術
は
戸
惑
い
を
感
じ

ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、私
た
ち
が
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
学
校
の
先
生
方
が

で
き
る
だ
け
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
め
、必
用
な
知
識
や
技
術
の
習
得
、ま
た
対
象
を

理
解
し
た
看
護
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。先
生
方
の
厳
し
く
も
暖
か
い
ご
指
導
の

下
で
私
た
ち
は
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
習
施
設
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
爆
発
的
に
流
行
す
る
中
で
も
、何
と
か
私
た
ち
が
実
習
で
き
る
よ
う
ご
配
慮

い
た
だ
き
、貴
重
な
学
び
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。自
分
自
身
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
の
学
習
の

過
程
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
、仲
間
と
と
も
に
泣
き
、笑
い
合
う
こ
と
で
、乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、言
葉
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
葛
藤
を
感
じ
る
中
、私
た
ち
を
理
解
し
、見
守
っ
て
く
れ
、

誰
よ
り
も
一
番
の
味
方
と
な
り
続
け
て
く
れ
た
家
族
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　今
こ
う
し
て
こ
の
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、熱
心
に
ご
指
導
を
く
だ
さ
っ
た
指
導
者

の
皆
さ
ま
方
や
先
生
方
、関
わ
ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
患
者
さ
ま
、共
に
乗
り
越
え
て
き
た
仲
間
、

ど
ん
な
時
も
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
ま
す
。社
会
に
出
て
多
く
の
困
難
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
経
験
が
力
に
な
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。看
護
学
科
・

助
産
学
科
の
専
門
性
は
異
な
り

ま
す
が
、洛
和
会
京
都
厚
生
学
校

で
学
ん
だ
誇
り
を
忘
れ
ず
に
、

理
想
と
す
る
看
護
師
像・助
産
師

像
に
近
づ
け
る
よ
う
、日
々
努
力

し
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
、誓
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

卒業生代表 看護学科

横田 咲輝
洛和会ヘルスケアシステム 会長
学校法人 洛和学園 理事長

矢野 一郎
や　  の いち　ろう

よこた さ　 き
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　助産師2月9日、看護師2月12日にそれぞれ国家試験が行われました。皆さん実力を全て出し
切ることができたでしょうか。試験日を数週間後に控えた本年1月19日には、洛和会音羽病院
で勤務する本校の卒業生2人が母校を訪れ、在校生に向けてエールを送ってくれました。

　焦りや不安、緊張もあると思いますが、それがある方は大丈夫だと
思います。僕も周りの友人たちも試験前日、寝られませんでしたが、
みんな無事に合格しています。試験会場へはギリギリではなく、
ゆとりをもって行くなど、勉強した力を100パーセント出せる状態で
挑んでください。ぜひ一緒に2A病棟で働きましょう。楽しみにして
います。

　私は2年前のこの時期焦っていました。得意、不得意な科目がある
と思いますし、なかなか思うように模試で点数が伸びず「落ちたら
どうしよう」と考えてしまうかもしれませんが、友だちと励まし合い
ながら諦めずに努力し続ければ身に付いていくと信じて勉強してく
ださい。一般・実習科目で好成績を取れたとしても必修科目を落と
せば、不合格になってしまうので、必修科目には注意してくださいね。

出題内容
・ 第112回では新出題基準が適用された。
・ 新出題基準といっても内容は例年と大きくは変わらない。
・ しかし新出題基準からも問題あり。

問題の傾向
・ レベルが上がったわけではないが、ひねりのある問題となった。
・ 暗記だけの人がひっかかりやすい問題となった。
・ 多くの情報の中から、必要なものを読み取る力が求められた。

～ 先輩からのエール ～

洛和会音羽病院 ２Ａ病棟

新岡 翔太 （2021年卒）

しん しょう たおか

洛和会音羽病院 ４Ａ病棟

瀬戸 杏香 （2021年卒）

せ もも かと

welcome新入生！
 ̃先生か

ら新入生へメッセージ
 ̃

看護学科 古川 翔也

　学生生活はあっという間です。自分の夢
に向かって一緒に成長していきましょう！

　たくさんの強敵を打ち破り入学され喜び
もひとしおと思います。入学後はその思いを
忘れず、病に苦しむ方のみならず地域の方
など幅広く支えられるような看護師、助産師
を目指し努力を惜しまず頑張ってください。
ともに精進していきましょう。 

　目標に向かって、有意義で充実した学校
生活を過ごしてください。これから、新入生
の皆さんと多くのことを共に学んでいければ
と思います。一緒に頑張っていきましょう。 

　初心を忘れず、この一年間一緒に学び
ましょう。

　看護師になりたいと思う皆さんが、
良かったと思える１年間にしていくために、
サポートしていきますので一緒に頑張って
いきましょう！

　これからの人生の中で一生の友となる
仲間と出会い、刺激し合い、有意義で充実
した3年間となるように一緒に楽しみながら
学んでいきましょう！

　新しい環境で緊張があるでしょう。看護と
いう初めての学問に不安もあるでしょう。
教職員一同、皆さんを支援いたしますので、
楽しく看護を学んでください。 

　最後まであきらめず、最後まで無心で、最後
までただ看護師になることだけを考えて、
学校生活を送ってください。そのために私たち
は全力でサポートします。

助産学科 奥村 美由希
おくむら み　　ゆ　　き

助産学科 高橋 悦子
たかはし えつこ

看護学科 吉田 貴子
よしだ たかこ

助産学科 本郷 千草
ほんごう ちぐさ

助産学科 樋口 昌代
ひぐち まさよ

ふるかわ しょうや

看護学科 大鐘 恵
おおがね めぐみ

看護学科 岡本 愛子
おかもと あいこ

国家試験目指せ 全員合格

総評
看護学科

出題内容
・ 第106回では新出題基準が適用された。
・ 内容は例年と大きくは変わらないが、新カリキュラムの改正の主旨を
 ふまえた出題であった。

問題の傾向
・ 基本的知識の確認に重点をおいた出題傾向であり、複数の知識を統合して
 問題解決する能力をみる問題の割合が増加していた。
・ 分娩期の正常経過の助産診断と支援に関する問題が、昨年度より倍増していた。
・ 全体的には正常からの逸脱の予測と判断・ハイリスクの支援に関する出題の
 割合が正常経過の割合より上回っていた。

助産学科

参考：第5次カリキュラム改正の主旨

1. 周産期のメンタルヘルスやハイリスク妊産婦への対応、正常な
 妊娠経過を診断する能力、正常からの逸脱の判断や異常を
 予測する臨床判断能力、緊急時に対応できる実践能力の強化

2. 産後うつ等の周産期におけるメンタルヘルスや虐待予防等への
 支援として、多職種と連携・協働し、地域における子育て世代を
 包括的に支援する能力の強化

試験当日

円陣を組んで気合を入れます！ 看護学科 試験当日の様子
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学校生活を通して学んだこと
　私はこの1年間を通してたくさんの知識や技術、そして大切な
仲間を得ることができました。また、現場で妊産婦さんや助産師
さんと直接関わり、助産師という仕事のやりがいと責任の重さを
実感しました。短い期間での授業や実習は、日々忙しくつらいこと
もありましたが、クラスメイトと励まし合ったり、先生方や指導者
さんからご指導をいただいたり、さらに産婦さんから「学生さんが
いてくれたおかげで頑張ることができた」という言葉をいただき、
乗り越えることができました。
　1年間で得た学びや気持ちを忘れず、これから助産師として、
母子と家族の思いを尊重し、対象に合わせた妊娠・出産・育児を
サポートできる助産師になりたいと思います。

　洛和会京都厚生学校では毎年、20歳を迎え
る学生に洛和会ヘルスケアシステム 理事長 
矢野裕典から、お祝いの湯呑が贈呈されます。
１つ１つデザインが違い、学生の名前が書かれ
ています。大人としての自覚を持ち、何事にも
積極的に取り組み、自らの手で未来を切り開い
てください。

　このようなすてきな湯呑みを「二十歳」という
大きな節目にいただくことができ、とてもうれしく
思います。今まで支えてくださった方々に感謝し、
これからも夢に向かって尽力いたします。

助産学科 12期生

仙坊 みづき
せんぼう

二
十
歳 
の
集
い

【ハタチ】

　両親や家族、友だち、学校の先生方など、支え
てくださったたくさんの方々のおかげで、「二十歳」
という大きな節目を迎えられたことをうれしく思い
ます。感謝の気持ちでいっぱいです。看護師として
人の役に立てるよう、より一層まい進いたします。

　20歳を迎えた記念として、一つ一つ手作り
された湯呑みを贈呈してくださり、ありがとうござい
ました。これからもいつも支えてくれる周りの人
たちに感謝の気持ちを忘れず、夢に向かって頑張
りたいです。

学校掲示版

　3年間の一番の思い出は最高の仲間に出会えたことです。入学
当初から続くコロナ禍での学校生活は、楽しいことも苦しいこと
もたくさんありました。看護師になるという一つの夢に向かって、
年齢もさまざまなクラスメイトと支え合い、助け合いながら、テス
トや実習、国家試験をみんなで乗り越えた日々。先生方が臨機応
変な対応をしてくださり、病棟スタッフの方々や患者さんが受け入
れてくれ、たくさんの学びを与えてくださった実習。その全てが私
にとってかけがえのない大切な思い出です。感謝の気持ちを忘れ
ず、看護師として頑張りたいと思います。

3年間の思い出

看護学科 3-B

上羽 凛
うえば りん

2-A 吉川 愛理
よしかわ え り

やました ま お

2-B 山下 茉央

2-B 吉田 琴音
よしだ ことね
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